
環
境
基
本
計
画
は
、
環
境
の
保
全
・
改

善
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
で
す
。
市

民
、
事
業
者
、
行
政
の
各
主
体
が
、
積
極

的
に
環
境
保
全
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
環
境
負
荷
を
減
ら
し
、
持
続
的
な
発

展
が
可
能
な
社
会
を
作
り
、
人
と
自
然
と

が
共
生
し
た
快
適
で
住
み
よ
い
社
会
を
実

現
し
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
も
の
で
す
。

第
５
次
碧
南
市
総
合
計
画
に
お
け
る
碧

南
市
の
将
来
像
「
ひ
と
の
わ
で　
楽
し
さ

つ
く
る　
み
な
と
ま
ち　
へ
き
な
ん
」
の

環
境
面
を
補
完
し
つ
つ
、
碧
南
市
環
境
基

本
条
例
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境

の
保
全
、
回
復
お
よ
び
創
造
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

・
水
と
大
地
の
碧
を
育
み
、
自
然
と
の
共

生
を
図
る

・
歴
史
や
地
域
文
化
を
大
切
に
し
、
よ
り

豊
か
な
生
活
を
目
指
す

・
将
来
の
世
代
と
共
有
で
き
る
良
好
な
環

境
を
創
る

・
限
り
あ
る
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環

的
な
有
効
利
用
を
図
る

・
地
球
環
境
を
見
据
え
て
、
広
域
的
な
協

働
活
動
を
推
進
す
る

・
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
良
好
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
実
行
す
る

平
成
26
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
の
10
年

間

碧
南
市
環
境
基
本
計
画
と
は

計
画
の
位
置
付
け

環
境
基
本
計
画
の
理
念

計
画
期
間
と
目
標
年
次

平
成
16
年
３
月
に
策
定
し
た
碧
南
市
環
境
基
本
計
画
の
点
検
と
必
要
な
見
直
し
を
行
い
、

目
標
の
26
年
３
月
に
第
２
次
碧
南
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
環
境
課
環
境
保
全
係

基
本
目
標
①
自
然
環
境
の
保
全

・
水
辺
環
境
の
保
全
と
創
造

・
緑
地
の
保
全
と
創
造

・
自
然
環
境
の
保
全
と
創
造
に
お
け
る
協

働
体
制
の
充
実

・
外
来
種
駆
除

基
本
目
標
②
ま
ち
づ
く
り

・
公
害
防
止
対
策
の
充
実

・
大
気
環
境
の
保
全

・
水
環
境
・
地
盤
環
境
の
保
全

・
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
の
防
止

・
化
学
物
質
に
係
る
環
境
リ
ス
ク
対
策
の

推
進

・
景
観
整
備
の
推
進

・
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
協
働

体
制
の
充
実

基
本
目
標
③
ひ
と
づ
く
り

・
環
境
教
育
・
学
習
と
情
報
提
供
の
推
進

・
自
主
的
な
取
り
組
み
の
促
進

・
協
働
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
推
進

基
本
目
標
④
循
環

・
資
源
循
環（
３
Ｒ
）を
基
調
と
す
る
環
境

負
荷
の
小
さ
な
循
環
型
の
社
会
づ
く
り

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
改
善

・
水
循
環
の
確
保

・
資
源
循
環
に
お
け
る
協
働
体
制
の
充
実

４
つ
の
基
本
目
標
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策

白砂青松と潮の香り、
そして夜空にきらめく満天の星の似合うまち

碧ゆたかな自然公園のようなまち
自ら考え、行動できる、
心も身体も元気な碧南人
知恵と汗で創る、

住みよい住みたい永続可能なまち碧南

目指すべき環境の将来像

みどり

つく

はくしゃせいしょう

第
２
次
碧
南
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

み
ど
り

つ
く
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